
環境貢献 ⇒企業の価値向上

BCP対策 ⇒企業の継続

電気代対策 ⇒企業の利益向上

『自家消費型太陽光発電』とは
 屋根や屋上に太陽光パネルを設置して発電した電気を使うことで、再エネを利用しながら、電気代を

削減できます。自家消費型太陽光発電は、発電した電気を固定価格買取制度を利用し売るのではなく、

自社設備で使用するものです。電力会社から買って使う電気から、自家発電の電気に変わることで、

電気代が削減できます。日中の電気使用量が多い施設は、発電した電気を最大限活用できるため、自

家消費型太陽光発電システムの導入に特に向いています。

太陽光発電システムを導入すると

•求められているCO2削減の取り組みが具体的になる

•原油価格の高騰や世界情勢の緊迫化により、高騰している電気料金

が下がる

•自然災害への備えとして非常用電力として活用できる

蓄電池システムを導入すると

•削減効果が大きくなる為、⾧期的な利益が増える

•より電気を買わずに済む為、環境負荷も、より下げることができる

•災害への備えとしてBCP効果がPV単体時の導入より高まる

•電力デマンドのピークシフトができる

GX経営に向けた自家消費
型太陽光システムのご提案



■お問い合わせ先：ラディアスマネジメント株式会社

＜ご教示いただきたい情報＞

■建屋図面 ・・・図面作成に必要です。（立面図／平面図／屋根伏図／屋根材／敷地図）

■建屋内の単線結線図 ・・・システム構成作成に必要です。

■電気料金請求書（明細を含む）のコピー（※1年分） ・・・費用対効果シミュレーション作成に必要です。

■デマンド値（30分データ） ・・・最適な容量の構成を作成するのに必要です。

【初回お打合せ】
自家消費を
ご検討される
施設様について
のヒアリング

現地調査
【ご提案①】
システム仮設計
概算での費用感

【ご提案②】

現地調査を
踏まえての
システム及び
御見積ご提示

ご検討 ご契約
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導入後の月毎の内訳（電力量）
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月毎の電気料金

導入前 導入後 導入後（他の料金プラン）

例えば・・・

『夜間はあまり電気の使用がない』

茨城県のとある企業様のケース


